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資料５

平成平成平成平成２１２１２１２１年度第年度第年度第年度第１１１１回評価委員会回評価委員会回評価委員会回評価委員会（（（（HHHH21212121....7777....21212121開催開催開催開催））））
主主主主なななな意見意見意見意見とそのとそのとそのとその回答及回答及回答及回答及びびびび評価書評価書評価書評価書（（（（案案案案））））へのへのへのへの反映等反映等反映等反映等についてについてについてについて

（１）財務諸表及び利益（損失）処理関係

委員会における委員の意見 法人等の回答・今後の方針

①教育研究等環境整備目的積立金について、想 ①基本的には、教育研究が滞らないようにするために使うこととして
定される具体的な使途は何か。 おり、教育研究の施設整備等に充てることを予定している。平成２１

年度は、教室等の空調設備で古くなっているものがあり、その改善に
充当することとしている。

②未収学生納付金収入及び徴収不能引当金とは ②未収学生納付金収入には、授業料の滞納分を計上している。そのう
何か。 ち平成１８年度に退学した２名及び平成２０年度に除籍した２名に係

る滞納分については、徴収不能に陥る可能性があると判断し、徴収不
能引当金として計上している。

③運営費交付金の今後の収入見込みとそれに対 (熊本県の回答)熊本県は、財政再建戦略期間中であり、期間中は圧縮
する大学の対応 の方向であるが、将来については、判断できない状況にある。

③大学としては、公的負担割合はある程度増やす必要があると考えて
いるが、法人化直後から、経済情勢や熊本県の財政状況により、運営
費交付金が削減されることもありうると予測していた。そのため、入
学定員を増やし、学生納付金を確保するなどの対策をとってきており、
現在のところ大きな影響は生じていない。
なお、公立大学の運営は一定の公的負担を前提にしていることから、

将来の大学運営を展望するためには、運営費交付金の算定ルールを確
立する必要があると考えており、現在、県と協議を進めている。
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（２）業務実績評価関係

委員会における委員の意見 法人等の回答・今後の方針 評価書（案）への反映等

①卒業生へのバックアップについて、どのよ ①各地で行われる同窓会の総会に理事長、学長、副
うな体制でおこなわれているか。 学長等が出席するようにしている。その場で研究に

関する相談などたくさんの話を聞いてきているが、
これまでの対応は教員あるいは研究室単位に止まっ
ており、大学としての対応の必要性を強く感じてい
る。一専門家だけで対応できるものではない場合も
あることから、地域連携センターを少し発展させる
ことで、複数の研究者が共同で取り組めるような対
応ができるのではないかと考えている。

また、未来基金などを活用し、卒業生の学び足し
・学び直しに応えられるような大学づくりに努めた
いと考えている。

②「もやいすと」等の地域連携にあたっては、②、③、④、⑤について (1)③エ「もやいすと」育成プログラム
統計等の客観的なデータ裏付けを持って、フ など地域実学教育については、学生が、
ィールドワーク等により課題を抽出し、提案 次の中期計画を準備する時期に来ており、本学と 地域の現状を統計等の客観的データの
していくべきではないか。それにより、学生 しても、いくつかの面では、フロントランナーとな 裏付けを基にフィールドワークにより
の理論構成に基づく現状把握につながってい るような教育研究をしなけければいけないと強く感 実証・検証し、課題を抽出できるよう
くのではないか。 じている。 な教育プログラムとして展開されるこ

とを期待する。
留学生に関して、本学は「熊本で世界と向き合う」

③情報発信にあっては、例えば、アクセスの をコンセプトに掲げており、今年の大学案内には留 (5)①アなお、今後の情報発信にあたっ
分析等により、社会の関心度合いを測りなが 学生向けのページを設けたところ。中国など外国や ては、ホームページへのアクセス分析
ら進めていくべきではないか。 全国から学生が集まり、熊本の学生が多様な学生と を行うなど、関心の高い分野の情報を

交流する大学づくりを進めていきたいと思ってい さらに充実させる取組を期待する。
る。

④中国の経済発展に伴い、中国(語)の重要性
が高まることに鑑み、留学生を通じた中国へ なお、地域連携については、選択と集中が大変重
の理解・認識を高め、あるいはコーディネイ 要であると認識している。どこを選んでどこに力を
ト育成への取り組みにより、大学の特長を高 注ぐかについては、次の中期計画に反映させたいと
めるのはどうか。 思っている。その中で、トップランナーとなる部分
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とキャッチアップ型でやるべき部分に峻別すること
⑤食への関心が広がる中、県立の大学として、ができるのではないかと考える。 (1)③オ地域に関連する研究について
熊本農業生産物の薬効成分などの特長を、付 は、熊本県立大学の特色・独自性を発
加価値として地域にアピールしていくこと 揮し、その研究成果を、なお一層地域
も、地域連携の一つと出来ないか。 に還元することを期待する。

⑥県外講演会の実施状況とその開催県の選択 ⑥平成２０年度に鹿児島県で、２１年度に宮崎県で
理由は。 実施した。両県を先行した理由は、九州新幹線の全

線開通を見据え、学生の流出を熊本で止めるという
戦略である。

⑦昨年度の管理栄養士の新卒合格者数は、全 (1)①エその結果、新卒合格率８９．５
国的に見ても高い数値であり、全国との比較 ％と前年度と比較して１０．６％増と
等をわかりやすく表示し、熊本県立大学の優 なり、大きく改善した。（参考：平成２
位性を積極的に示して欲しい。 １年 全国平均値(管理栄養士養成課程

：新卒)７４．２％）

⑧新熊本学は、熊本県内外の学生に対し、選 (1)①ウさらに、新たな科目群「地域理
択必修科目として新設された「熊本県らしさ」 解」を設け、「新熊本学」を選択必修科
を象徴するものであり、取組として評価でき 目として開講した。テキストには、教
るのではないか。 員自らの研究や地域連携活動の成果を

基に執筆した「熊本学のススメ」を活
用しており、熊本県立大学らしさを象
徴する取組として評価できる。

⑨「くまもと夢実現」推薦枠の制度設計につ ⑨「くまもと夢実現推薦入学枠」については、県の
いて 社会福祉課と調整し、考え方の整理を行っている。
・制度上の整理 生活費等については、県の新規事業である貸与制
・生活費等の手当 度や一般の奨学金、或いはアルバイトなどにより対
・支援期間 応してもらうことを想定している。

支援を行う期間としては、修業年限である４年間
としている。

⑩教養科目については、全教員が担当すると ⑩原則として全教員が担当している。具体的には、
あるが、これは実際にも毎年担当するのか。 特別な事情がない教員は、全員個別の科目を担当す
教養科目のプランニングと実施については、 るか、またはプレゼミナールなどに関わることとな
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どの大学も頭を悩ませているところだが・・ っている。
※教養科目の充実は、高く評価されるところ。

⑪科研費等の外部資金獲得に係る課題は何 ⑪受託研究等を抱え、科研費等に充てる時間がない
か。 という教員もいるが、学部間で教員の意識にばらつ

きがある。また、採択率を向上させるため、若手研
究者の応募については、学部内・学科内においてフ
ォローアップを行うなどの取組みを進めている。

⑫科研費の用語は、「応募」ではなく「申請」 （熊本県の回答）制度的に、交付申請に先立ち、応
とするのが、通例ではないか。 募を行い内定通知がなされているところ。昨年度の

評価委員会指摘を受け、２０年度計画において「全
教員が応募を目指して取り組」んだところであり、
応募とさせて頂きたい。

⑬文学部英語英米文学科で行うフィールドワ ⑬文学遺跡等を巡り、その文学の背景を知るような
ークとは具体的には何か。 取り組みを行っている。例えば、ジェーンズ邸を訪

ね、ジェーンズについて学びつつ、当時彼が行った
英語教育についても本学の図書館に所蔵されている
当時の教材を活用し、調査研究を進めるという形で
展開している。

⑭個人評価制度と活用法等については、事務 ⑭教員の個人評価制度とその活用については、結果 (2)③イ 教員の個人評価制度とその活
局素案について表現を検討すること。具体的 として給与にも反映できるという形で制度をつく 用法等については、教職員によるプロ
には、ＰＴを設置し検討されているが、活用 り、試行したいと考えている。例えば、ベストティ ジェクトチームが設置され、問題点と
法についての検討がなされていないという点 ーチャー賞など設けることによって、受賞した教員 改善方法について検討を行われている。
が課題であり、きちんと「評価結果の活用法 の昇格が、そうでない教員よりも早まることが期待 今後は、評価結果の活用法等について
の検討を引き続きやるべき」旨を、記載すべ される。 も引き続き十分な検討を行うこと。
きではないか。


